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大学図書館を取り巻く状況

• 知識基盤社会における大学の役割の変化（「象牙
 の塔」から「社会制度としての大学」へ）

– 大学教育への社会からの期待、エリート教育から実学へ
– 学術研究と社会との関係が密接化 ⇒ 産学連携、地域連

 携、研究費の獲得
– 大学のプレゼンス（社会的認知度）を高める必要性

• インターネットの発達による利用者の情報行動の劇
 的な変容

– 情報はネットで探す。レファレンスサービス・情報リテラ
 シー教育のあり方は？

• 学術情報流通革命 ⇒ 電子ジャーナルの功罪
– ビッグディール、価格高騰、オープンアクセス



大学図書館は大学に求められているか

• 大学の経営戦略の中での図書館の位置づけ
– 大学図書館の存在は自明ではない？ ⇒ 図書館

 間格差の拡大

• 図書館が生み出す価値の数量化の必要性
 ⇒ 大学当局や社会への説明責任

• 大学の頭脳としての大学図書館 ⇒大学の経
 営戦略に資する図書館サービス



機関リポジトリの定義

• 大学とその構成員が創造したデジタル資料
 の管理や発信を行うために，大学がそのコ
 ミュニティの構成員に提供する一連のサービ

 ス[クリフォード・リンチ(2003)]
• 研究機関がその知的生産物を電子的形態で

 集積し保存・公開するために設置する電子
 アーカイブシステム[Wikipedia]

[技術的要件]
学術情報流通（メタデータ交換）のための標準的なプロトコルOAI- 

PMHによる相互運用性



機関リポジトリ発展の背景

• 電子ジャーナルの価格高騰とオープンアクセス化
• 「教育研究活動における実績および成果は、公開し

 ていくことが社会に対する責任」
• 大学の社会的認知度を高める必要性 ⇒ 企業や社

 会と連携するため、研究費を獲得するため、入学者
 を増やすため

• 研究者自身による研究プロモーションのための便利
 な道具

• 電子図書館（資料のデジタル化と保存）の反省的発
 展の受け皿として ⇒ 情報流通の標準化、著作権問
 題への取り組み



http://sucra.saitama-u.ac.jp/

学術情報発信システムSUCRA



新しい結合で、新しいＳＵＣＲＡへ

リポジトリ構築支援

文教大学
城西大学

県立図書館
埼玉県内の機関・団体

県内大学
リポジトリサーバ

登録・検索
データ交換
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機関リポジトリ
(SUCRA-IR)

平成20年3月から本格運用を開始

高品質なコンテンツの継続的な登録
⇒アクセス数の順調な増加

新・研究者総覧システム(SUCRA-RD) H20構築予定

◆機関リポジトリとの相乗効果による埼玉大学研究者の視認性向上
◆研究者の負担軽減
(１)新・研究者総覧システムで入力を一元化

研究者総覧とReaD調査、科研費申請書、教員活動報告書は共通する項目が多いため、新・研究

 

者総覧システムで入力を一元化

(２)EXCELシートでデータ管理

(３)研究者自身による登録情報・公開情報のコントロール

(４)研究者の負担軽減

①ReaD調査・科研費申請書などの出力サービス

②最新の研究者総覧と前年度データのマージによる当年度教員活動報告書データの自動生成

③図書館による研究業績の代行登録

全学認証システム

研究者総覧
データシート
（ＥＸＣＥＬ）

科研費申請書
(WORD)暗号化通信

海外出張先

各種
出力サービス

自宅や研究室

地域共同リポジトリ
リポジトリ機能を核とした埼玉県における情報発信事業

ReaD調査
(XML)

教員活動報告書

埼玉大学リポジトリサーバ



埼玉大学図書館における学術情報
 

発信をめぐる四つのプロジェクト

• 機関リポジトリ（学術情報発信システム
 SUCRA-IR)の構築

• 研究者総覧システム(SUCRA-RD)の開発

• 埼玉県地域共同リポジトリの形成
– 埼玉県大学・短期大学図書館協議会（Saitama 

Academic Library Association)による事業

• 視認度評価分析システムの開発
– 信州大学、慶応義塾大学との共同開発(ＣＳＩ委託

 事業・領域２）



埼玉大学新・研究者総覧システム SUCRA-RD



新・研究者総覧システムの開発
研究者総覧は研究業績リストであり書誌情報そのもの ⇒ 図書館が扱うべき情報



Web of ScienceWeb of Science

電子ジャーナル：

 
Electronic Journals 

電子ジャーナル：

 
Electronic Journals

埼玉大学機関リポジトリ

Institutional Repository
(SUCRA-IR)

埼玉大学機関リポジトリ

Institutional Repository
(SUCRA-IR)

埼玉大学研究者総覧
Researcher

 

Directory
(SUCRA-RD)

埼玉大学研究者総覧
Researcher

 

Directory
(SUCRA-RD)

•埼玉大学研究者の

 
研究成果・研究活

 
動等を広く公開
•各種情報源への

 
ポータル機能
•機関リポジトリ充

 
実ための研究成果

 
の捕捉

開発中

Nature/Science/Elsevier/
Wiley/Springer/etc.

Web of Scienceへのリンクバック

フルテキスト

フルテキスト

ｽﾎﾟｯﾄ購入

研究者情報

フルテキスト

市民・産業界・官公庁／研究者・学生

フルテキスト

Web of Science 
へのリンクバック

新・研究者総覧システム

Google・YahooGoogle・Yahoo

埼玉大学研究者の研究

 
成果（フルテキスト）

 
を収録・無料で提供

•トムソンサイエンティ

 
フィック社が提供する学

 
術文献データベース

•研究成果のインパクト

 
測定

XML Database



機関
リポジトリ

入力負荷の最小化

研究者総覧
公開システム

研究者の了解の下に
・研究業績代行入力
・リンク情報の付与

科研費
申請書

Read調査

各種出力
サービス

評価

大学経営・研究戦略
情報公開

教育研究活動
基本ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ

図書館

1つの画面から

全データの登録
EXCELで管理

研究者ポータル
（様々な情報へ

 

のリンク）

自宅や出張先からの入力

シラバス
システム

学務

評価
システム

全 学 認 証

 

シ ス テ ム

視認度評価分析システム

教員用インターフェース
（入力システム）

機関リポジトリ用
本文データの投稿

著作権確認
メタデータ付与

データ出力

データ抽出・変換データ反映

相互リンク

相互リンク

デ ー タ 変

 
換・出力

アップロード
ダウンロード

SUCRA拡充・発展による教育研究活動データ一元化システム



地域共同リポジトリ形成事業の意義

ＩＲ数 全体数 IR整備率

国立大学 ６１ ８７ ７０．１％

公立大学 ２ ８９ ２．２％

私立大学 ２２ ５８０ ３．８％

短期大学 ０ ４３４ ０．０％

大学共同利用機関 ０ １９ ０．０％

IR整備率

国立情報学研究所 “IRコンテンツ分析” (http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php)
による

 
（２００８年１０月現在）

http://irdb.nii.ac.jp/analysis/index.php


埼玉大学

リポジトリサーバ
(XooNips)

文教大学
インターフェース

県内大学
リポジトリサーバ

埼玉○○大学
インターフェース

登録・検索・データ交換

地域連携機関
(県立図書館等）

産業界・地域社会へ

Google
JuNii+
各種OAIﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞ

国立情報学研究所

世界へ

リポジトリ構築支援

埼玉県地域共同リポジトリ事業構想



埼玉県地域共同リポジトリの目指すもの
 ～機関リポジトリを超えて～

共同リポジトリ

サーバの共有とコスト削減

地域リポジトリ

地域の情報の蓄積・発信
公共図書館との連携

地域共同リポジトリ

大学間連携・地域連携の基盤
としての情報拠点

埼玉から世界へ

連携

同居

１＋１＞２？



機関リポジトリ推進のための視認
 度評価分析システムの開発(1)

各研究者/部局/機関の以下の指標を集計し、単一
の帳票（/ファイル/画面）に出力する。

論文数

機関リポジトリからのダウンロード数

Web of Scienceでの被引用数

研究者総覧画面の閲覧数

アクセス元、使用されたキーワード等

研究者の同定識別のため、研究者総覧とのリンクを
活用する。

開発するシステムの機能（案）



機関リポジトリ推進のための視認
 度評価分析システムの開発(2)

図書館が機関リポジトリの効果を実証し、アピールすること
によって、機関リポジトリのさらなる普及を図ることができる。

機関リポジトリ登録論文と未登録論文のインパクトの比較
大学の研究成果の社会的インパクトの評価

各研究者/部局/機関が自らの研究成果の視認性を総合的に
把握することにより、研究戦略策定のための材料とすること
ができる。

インパクトの高い研究成果及び社会的ニーズの把握 ⇒ 研究の方向性の策定、機関
としての政策の立案
定量化されたデータに基づく教育・研究・社会貢献活動のアピール ⇒ 研究費、寄付金
の獲得
つながりを持つ研究者や研究機関の発見 ⇒ 他の研究者や機関との連携、異分野と
の連携、産学連携・地域連携の推進
研究者や機関に対する外部評価の適切性・正確性の検証

期待される効果



大学に求められる図書館の新しい役割

• 大学の社会的プレゼンスの向上

• 大学評価・研究者評価の最大化

• 大学経営や研究戦略策定に資する情報の生産と
 提供（大学の頭脳としての図書館）

• 産学連携、地域連携、大学間連携のための情報拠
 点形成（情報の蓄積・交換・融合・創造）

• ・・・・・・・・・・・・

図書館が培ってきたノウハウ（書誌情報・学術情
 報流通…）のみがこれらを実現できる！
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